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市民生活を支える横手川

完成を待つJR横手駅

高　橋　　　大 

高 

橋     

大 

議
員
・
奥 

山     

豊 

議
員 



大森中ホームスティ事業（シドニー市）

本会議の様子

雄勝地域振興局に設置された放射線量測定器

国保のパンフレット
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除雪ボランティア

水害用ハザードマップ

修復されたリンゴ樹園地

出動を待つ救急車
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横手盆地の美田
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議
員 全国市議会議長会の社会文教委員

長として民主党に申し入れを行う
石山議長（左）
2010年11月、国会衆議院議員控室

修繕費が削除されたＹ2ぷらざ

※定例会の会期を1年として必要に応じて本会議・
委員会を開けるようにする制度

※所属する各会派を代表して行う質問

※市長や市当局が、議長の許可を得て議員の質問
に対して反問することができるもの。

※案件に対する疑問点をひとつずつ取り上げ、質
疑、答弁を繰り返す方法



県
内
自
治
体
の
国
民
健
康
保
険
事
務
を
担
う
目

的
で
組
織
さ
れ
た
国
保
連
合
会
が
算
定
誤
り
し
た
こ

と
に
よ
る
当
市
へ
の
実
質
返
還
額
は
３
７
０
０
万
円

程
度
で
あ
る
。
連
合
会
の
積
立
を
取
り
崩
し
て
返
還

金
に
延
滞
金
を
付
加
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
、
市
長
も

理
事
に
な
っ
て
い
る
連
合
会
の
理
事
会
等
で
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

文
書
の
他
、
出
前
し
て
説
明
す
る
機
会
も
持
つ
。

計
画
策
定
過
程
を
は
じ
め
決
定
段
階
で
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
や
地
区
会
議
な
ど
に
も
説
明
に
出
向
く
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
職
種
を
示
し
て
募
集

し
面
接
す
る
が
、
応
募
者
が
少
な
い
。
採
用
後
に
は

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
会
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
保
障
し
、
指
導
員
資
格
も
取
得
さ
せ
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

機
器
の
老
朽
化
に
よ
る
磨
耗
と
、
可
燃
ご
み
の

中
に
固
形
物
が
混
入
し
た
た
め
機
器
が
破
損
し
、
緊

急
に
大
仙
美
郷
環
境
事
務
組
合
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
処
理
を
委
託
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み

の
出
し
方
な
ど
が
原
因
で
あ
り
、
市
民
に
向
け
て
早

急
に
通
知
し
、
ご
み
分
別
の
呼
び
か
け
を
進
め
る
。

新設の特別養護老人ホーム（十文字地区）

合
併
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
の
も
と
に
整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
同
じ
基

準
で
存
続
を
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
な
ど
と
も
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
、

早
急
に
、
施
設
ご
と
の
存
廃
に
つ
い
て
の
条
件
設
定

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

雪
害
に
よ
り
、
一
時
的
に
生
産
意
欲
が
落
ち
込

ん
だ
と
思
う
が
、
今
で
は
、
か
な
り
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
ア
ン
ケ

ー
ト
等
を
通
じ
て
、
農
家
の
意
向
を
取
り
入
れ
、
今

後
の
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

民
間
企
業
に
職
員
を
派
遣
し
、
消
費
者
の
嗜
好

や
販
売
の
動
向
な
ど
、
色
々
な
情
報
を
集
め
、
横
手

の
農
産
物
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
体
制
づ
く
り
や
、

首
都
圏
ば
か
り
で
な
く
関
西
圏
に
ま
で
視
野
を
広
げ

た
市
場
や
量
販
店
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
生
産
、
加
工
、
販
売

に
観
光
も
加
え
、
地
域
の
方
々
と
行
政
が
一
緒
に
な

っ
て
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
敷
地
を
除
く
橋
上
施
設
の
一
部
や
市
所
有

部
分
へ
の
設
置
で
あ
り
、
面
積
は
大
き
く
な
い
が
、

将
来
、
指
定
管
理
と
な
っ
た
場
合
は
、
貴
重
な
収
入

源
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

現
在
の
水
道
庁
舎
に
は
非
常
用
発
電
設
備
が
な

い
た
め
、
先
の
大
地
震
で
長
期
停
電
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
小
型
発
電
機
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
家
発
電
用
の
発
電
機
に
つ
い
て
調
査
し
、
リ

ー
ス
し
た
場
合
の
借
り
上
げ
な
ど
検
討
し
、
早
急
に

結
論
を
出
し
た
い
。

現
在
、
秋
田
県
で
は
秋
田
市
と
湯
沢
市
に
お
い

て
水
道
水
の
放
射
性
物
質
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
結

果
を
公
表
し
て
い
る
。
秋
田
市
の
上
水
道
は
雄
物
川

か
ら
取
水
し
て
お
り
、
横
手
市
は
雄
物
川
の
上
流
に

あ
た
る
横
手
川
や
成
瀬
川
の
表
流
水
を
取
水
し
て
い

る
た
め
、
秋
田
市
や
湯
沢
市
で
の
観
測
状
況
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

計
画
は
２
ヶ
年
で
の
策
定
を
考
え
て
い
る
。
今

年
は
大
学
の
先
生
や
雪
に
関
係
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
８
つ
の
地
域
づ
く
り
協
議

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
市
民
、
福
祉
や
環
境
サ
イ
ド
な

ど
で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
議
論
し
て
い
く
。
ま
た
モ

デ
ル
地
区
で
実
証
実
験
を
行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
来

年
度
に
計
画
を
作
り
こ
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
、
災
害
復
旧
費
に
関
連
し
て
、
河
川
の
復

旧
工
法
や
国
の
査
定
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
線
で

横
手
を
Ｐ
Ｒ
す
る
広
告
を
行
い
、
雪
害
を
受
け
た
果

樹
農
家
を
支
援
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
る
も

の
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
で
横
手
に
来
て
い

た
だ
く
と
か
、
果
樹
の
オ
ー
ナ
ー
に
と
い
う
呼
び
掛

け
な
ど
を
行
い
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

年
間
、
１
名
ず
つ
高
規
格
救
急
車
に
乗
車
す
る

救
急
救
命
士
を
養
成
し
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
２

名
ず
つ
要
請
し
て
い
く
。
３
６
５
日
２４
時
間
体
制
と

い
う
こ
と
は
無
理
で
も
、
少
し
ず
つ
高
規
格
救
急
車

の
運
用
を
増
や
し
、
現
在
の
３
台
か
ら
７
台
を
全
て

高
規
格
救
急
車
に
し
て
い
き
た
い
。

被
害
件
数
及
び
被
害
額
は
、
小
学
校
が
３８
件
で

９
７
９
万
２
千
円
、
中
学
校
は
２２
件
で
１
３
８
１
万

７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
保
険
対
象
外
の
も
の
も
あ

る
た
め
被
害
額
の
お
よ
そ
半
分
が
保
険
で
補
填
さ
れ

る
。
今
冬
は
、
被
害
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
早
め
に

注
意
喚
起
を
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

県
で
は
、
秋
田
と
湯
沢
の
測
定
で
安
全
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
住
民
か
ら
の
ご
心
配
の
問
い
合

わ
せ
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
横
手
市
と
し
て
大
気
の

放
射
線
量
を
測
定
す
る
機
器
を
３
台
発
注
し
た
。
太

平
洋
側
、
福
島
近
辺
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
か
ら
納
入

時
期
は
３
ヶ
月
か
か
る
。
放
射
能
に
つ
い
て
は
こ
の

先
何
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
早
急

に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

修復されたY2ぷらざを徹底チェック！

救
急
救
命
士
が
行
う
救
急

救
命
処
置
に
必
要
な
資
機
材

を
積
載
し
た
救
急
車

～委員会付託の流れ～ 

大きな議論を巻き起こした鶴ヶ池荘注意喚起の看板が設置された大沢浄水場
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【1】 陳情23第10号 
【2】 議会案第3号 

○：賛成　●：反対 ※塩田勉議長は採決に加わりません。                           　  
※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。        

【1】陳情23第10号  
【2】議会案第3号 

・・・住民本位の改定介護保険法制定を求めることについて     
・・・政党助成金を廃止し、東日本大震災被災者救援に充てることを求める意見書  
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否　決 

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
経
営
難
に
陥

っ
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
山
内
観
光
振

興
公
社
」
の
経
営
再
生
に
向
け
、
公
社
が

所
有
し
て
い
る
鶴
ヶ
池
荘
宿
泊
棟
の
土
地

と
建
物
を
市
が
買
い
取
る
費
用
３
億
４
８

８
０
万
１
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
を
委
嘱
さ
れ
た
産
業
経
済
分
科
会

で
は
、
２３
日
に
関
係
者
か
ら
現
状
や
今
後

の
方
針
等
を
直
接
聴
取
し
た
上
で
、
分
科

会
の
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。（
審
査
の
内

容
は
、
Ｐ
１０
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

最
終
日
の
特
別
委
員
会
で
は
、
分
科
会

長
の
報
告
に
先
立
ち
、
市
長
か
ら
鶴
ヶ
池

荘
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
今
後
の
運
営
方

針
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
説
明
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
買
い
取
り
に
至
っ

た
理
由
や
再
建
計
画
の
内
容
、
今
後
の
位

置
付
け
、
財
政
調
整
基
金
の
見
通
し
等
に

つ
い
て
、
１
時
間
以
上
に
わ
た
り
白
熱
し

た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
後
の
本
会
議
の
討
論
で
は
、
寿

松
木
孝
議
員
が
「
資
金
投
入
し
な
け
れ
ば

施
設
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
議
会
へ
の
上
程
は
一
体
何
回

目
か
。
当
施
設
に
対
し
て
は
、
平
成
１９
年

の
資
金
投
入
時
に
買
い
取
る
べ
き
と
い
う

話
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。
当
時
は
簿
価
が

高
く
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
見
通
し
の
甘
さ
が
今
日
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
日
ま
で
信
頼
の
お
け

る
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な

い
。
た
だ
、
当
施
設
が
横
手
市
の
中
で
大

切
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。
議
会
に
対
す
る
提
出
の
仕
方
や
議

論
の
進
め
方
、
そ
し
て
今
議
会
で
出
さ
れ

た
議
論
の
内
容
を
十
分
精
査
し
て
頂
き
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
切

に
要
望
し
賛
成
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、

採
決
の
結
果
、
補
正
予
算
は
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
ヶ
池
荘
宿
泊
棟
の
取
得
を
め
ぐ
り
論
戦 

Pick 
Up鶴ヶ池荘宿泊棟の取得経費を含む一般会計補正予算を可決 

6月定例会 6月定例会 6月定例会 

鶴ヶ池荘宿泊棟の取得経費を含む一般会計補正予算を可決 鶴ヶ池荘宿泊棟の取得経費を含む一般会計補正予算を可決 

6月定例会 6月定例会 

新
規
制
定
が
１
件
、
一
部
改
正
が
１
件

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

横
手
駅
へ
の
交
流
施
設
（
東
西
自
由
通

路
、
待
合
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

の
設
置
と
施
設
の
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
の
保
険
税

率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

購
入
額
　
４
８
０
４
万
８
０
０
０
円

配
置
先
　
横
手
地
域
局
・
平
鹿
地
域
局

購
入
額
　
２
１
７
９
万
８
０
０
０
円

配
置
先
　
大
森
地
域
局
・
山
内
地
域
局

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
ほ
か
１１
の

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
豪
雪
と
地
震
に
よ
る
公

共
施
設
等
の
修
繕
費
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
、
温
泉
宿
泊
施
設
取
得
事
業
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
な
ど
。
補
正
額
は
７

億
１
５
５
６
万
円
。

６
月
２３
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
る
農
林
業

施
設
や
道
路
、
河
川
の
災
害
復
旧
費
な
ど
。

補
正
額
は
１
億
４
０
９
７
万
４
千
円
。

一
般
会
計
の
補
正
総
額
は
８
億
５
６
５

３
万
４
千
円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

５
３
２
億
５
７
８
４
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

大
沢
浄
水
場
へ
の
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
受
け
て
、
外
周
フ
ェ
ン
ス
や
門
扉
の
設

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
、
除
雪
グ

レ
ー
ダ
、
除
雪
ド
ー
ザ
の
購
入
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

購
入
額
　
２
２
５
６
万
４
５
０
０
円

配
備
先
　
十
文
字
分
署

区　分

所得割

均等割

平等割

Ｈ22

2.60%

8,300円

4,800円

Ｈ23

2.42%

（▲0.18%）

7,500円

（▲800円）

4,200円

（▲600円）

置
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
す
る

も
の
（
総
額
３
９
５
０
万
円
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
大
和
正
治

郎
氏
（
山
内
土
渕
）
を
推
薦
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
員
に
佐
藤
良
吉

氏
（
百
万
刈
）
を
選
任
す
る
案
に
同
意
し

ま
し
た
。

陳
情
１
件
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
本
位
の
改
定
介
護
保
険
法
制
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

提
出
者
　
新
日
本
婦
人
の
会
横
手
支
部

本
会
議
で
も
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
取
り
入
れ
、
議
場
の

照
明
を
従
来
よ
り
抑
え
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。本会議では初の

ノーネクタイを実施



☆本会議場で傍聴
横手市議会は、だれでも本会議を傍聴す

ることができます。本会議は通常午前１０
時から始まります。傍聴を希望される方は、
直接、市役所横手庁舎７階の傍聴席にお越
しください。また、団体での傍聴を希望さ
れる方は座席の予約ができます。事前に議
会事務局までお気軽にご連絡ください。

☆地域局などでテレビ中継
次の施設では大型テレビでライブ中継をご覧に
なれます。
○各地域局　○平鹿生涯学習センター
○横手病院　○大森病院　○あさくら館
☆インターネット中継がご家庭でも
インターネットが使用できる環境の方はご自宅
でもライブ中継、録画中継をご覧になれます。

市議会の傍聴にきませんか

◇
豪
雪
、東
日
本
大
震
災
、大
雨
に

よ
る
爪
あ
と
に
、心
痛
め
続
け
て
い

る
日
々
で
す
が
、こ
の
た
び
の
平
泉

世
界
遺
産
決
定
に
、や
っ
と
東
北
、

そ
し
て
横
手
に
も
明
る
い
兆
し
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
◇
藤
原
清
衡
が

横
手
の
地
で
経
験
し
た
後
三
年
合

戦
の
凄
惨
な
戦
い
が
平
泉
の
浄
土

思
想
を
作
り
上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
あ
の
華
美
に
し
て
、荘
厳
な

平
泉
文
化
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
横
手

に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
や
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
◇
横
手
市
で
は
「
観
光

振
興
計
画
」
の
策
定
に
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
日
本
全
国
い
や
、世
界

中
の
人
々
に
「
横
手
っ
て
い
い
と
こ
ろ

だ
な
。
行
っ
て
み
た
い
な
！
」
と
思
っ

て
頂
く
よ
う
な
観
光
地
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
◇
さ
あ
、希
望
の
火
種

が
届
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
到
来
で

す
。
今
こ
そ
横
手
を
こ
う
こ
う
と
輝

く
観
光
文
化
の
拠
点
と
す
る
べ
く
、

力
を
合
わ
せ
、が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！
　
　
　
　
　
　
　（
秀
宏
記
）�

◇
議
会
広
報
委
員
会
◇�

委
員
長�

副
委
員
長
　
青
山
　
豊�

委
員
　
高
　
　
聖
悟
・
立
身
万
千
子�

　
　
　
鈴
木
　
勝
雄
・
奥
山
　
豊�

�
　
　
高
橋
　
大
　
・
小
沢
　
秀
宏�

�

土
田
　
百
合
子�

�

市
民
の
声
・
永
年
勤
続
表
彰
・
傍
聴
案
内
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雄
物
川
町
鍛
冶
台
の
「
い
こ
い
の
森
」
は
、
環
境
省
事
業

と
し
て
「
モ
ニ
タ
１
０
０
０
里
地
」
と
い
う
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
全
国
１
９
７
箇
所
を
対
象
に
調
査

し
、
全
国
的
立
場
か
ら
生
物
の
実
態
を
把
握
し
自
然
保
護
へ

の
指
針
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
調
査
で
あ
る
。
調
査
の
分
野

は
９
分
野
で
あ
る
が
、「
い
こ
い
の
森
」
は
植
物
と
野
鳥
の
分

野
を
担
当
し
て
い
る（
秋
田
県
で
は
こ
こ
だ
け
が
指
定
区
域
）。

毎
月
１
〜
２
回
調
査
し
そ
れ
を
自
然
保
護
協
会
事
務
局
に
報

告
し
て
い
る
。
５
年
計
画
で
今
年
は
４
年
目
に
は
い
っ
て
い

る
。
６
月
は
山
岳
会
か
ら
の
参
加
も
あ
り
大
い
に
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

「
い
こ
い
の
森
」
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
森
林
浴
・
自
然

観
察
の
適
地
で
あ
る
と
と
も
に
湿
原
植
物
の
生
育
地
と
し
て

は
貴
重
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

生
物
多
様
性
・
環
境
保
護
等
自
然
に
関
す
る
言
葉
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
自
然
観
察
会
、
植
樹
、

体
験
学
習
な
ど
、
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
、
自
然
と
人
々
と

の
関
わ
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

お問合せ　横手市議会事務局
電話0 1 8 2 - 3 2 - 2 5 3 5 （直通）
FAX 0 1 8 2 - 3 2 - 6 5 3 9横手市� 検 索�

佐藤清春議員　塩田議長　佐藤忠久議員

◇
自
然
環
境
を
豊
か
に

雄
物
川
地
域
　

小
松
連
蔵
さ
ん（
82
歳
）

市議会議員として永年にわたり
地方自治の振興に尽力された功績
により、議員勤続10年以上として
佐藤清春議員と佐藤忠久議員が表
彰されました。

傍聴の様子（金沢小学校）


